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北
海
道
宇
宙
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
６ 

 

 
楠
隼
高
校
の
代
表
２
名
が
登
壇 

 

北
海
道
帯
広
市
で
10

月
15

、
16

日
、
「
北
海
道
宇
宙
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
６
」
が
開
催
さ
れ
、楠
隼
高

校
か
ら
宇
宙
部
部
長
を
含
む
代
表
生
徒
２
名
が
出
席
し
た
。同
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
参
加
は
昨
年
度
に
続
き

２
回
目
と
な
っ
た
。 

参
加
し
た
の
は
、
校
内
選
考
で
選
出
さ
れ
た
高
校
２
年
の
上
釜
澄
真
と
、
宇
宙
部
部
長
の
新
城
孝
紀

の
２
名
。
開
催
前
日
の
14

日
に
は
、
北
海
道
大
樹
町
に
あ
る
「
北
海
道
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
（
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｐ

Ｏ
）
」
で
ロ
ケ
ッ
ト
組
立
棟
の
披
露
式
が
同
時
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
を
通
じ
て
最
新

の
施
設
を
視
察
し
た
。 

サ
ミ
ッ
ト
当
日
は
、
宇
宙
産
業
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
関
係
者
が
多
数
集
ま
り
、
登
壇
者
に
よ
る
ト

ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
各
企
業
ブ
ー
ス
で
の
事
業
紹
介
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。 

こ
の
う
ち
「
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
～
宇
宙
産
業
を
学
ぶ
、
全
国
４
高
校
の
活
動
発
表
～
」
に
お
い
て
、
楠

隼
高
の
２
名
が
登
壇
。
同
校
が
取
り
組
む
「
宇
宙
学
」
を
は
じ
め
と
す
る
特
色
あ
る
教
育
活
動
に
つ
い
て

発
表
を
行
っ
た
。
ま
た
、
別
会
場
で
行
わ
れ
た
「
海
外
登
壇
者
と
高
校
生
の
交
流
会
」
で
は
、
海
外
の
宇

宙
産
業
関
係
者
へ
向
け
て
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
披
露
し
た
。 

《
上
釜
澄
真
》 

北
海
道
宇
宙
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
て
、
宇
宙
産
業
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
方
々
と
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
見
知
ら
ぬ
高
校
生
が
近
づ
い
て
い
っ
て
も
、 

快
く
対
応
し
て
興
味
深
い
話
を
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
な
懐
の
深
い
人
ば
か
り
だ
っ
た
。 

対
し
て
、
私
は
相
手
の
話
を
聞
く
ば
か
り
で
相
手
に
提
示

で
き
た
も
の
は
少
な
か
っ
た
。  

今
回
の
経
験
で
社
会
に
出
る
た
め
に
は
専
門
以
外
で
も
幅
広
い
見
識
が
必
要
な
こ
と
を
実
感
し
た
。 

こ
れ
か
ら
幅
広
く
修
養
を
積
ん
で
、
会
話
で
相
手
に
刺
激
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
魅
力
的
な
人
間
に

な
り
た
い
。
そ
の
こ
と
が
結
果
的
に
自
分
の
利
益
に
な
る
と
思
う
。 

《
新
城
孝
紀
》 

 

 

 

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト

10

号
機 

＆ 
 

 

火
星
衛
星
探
査
機
「
Ｍ
Ｍ
Ｘ
」、
打
上
げ
！ 
 

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
は
10

月
20

日
４
時
41

分
03

秒
に
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ

ー
か
ら
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
10

号
機
を
打
上
げ
た
。
搭
載
さ
れ
て
い
た
火
星
衛
星
探
査
計
画
「
Ｍ
Ｍ
Ｘ
」
の
探

査
機
に
つ
い
て
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
所
定
の
軌
道
に
投
入
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
と
発
表
し
て
い
る
。 

Ｍ
Ｍ
Ｘ
は
、
火
星
の
衛
星
「
フ
ォ
ボ
ス
」
に
着
陸
し
て
表
面
の
物
質
を
採
取
し
、
地
球
へ
持
ち
帰
る
こ
と

を
目
指
す
ミ
ッ
シ
ョ
ン
。
火
星
の
衛
星
か
ら
の
サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー
ン
が
実
現
す
れ
ば
世
界
初
と
な
る
。 

フ
ォ
ボ
ス
は
火
星
の
表
面
か
ら
約
６
０
０
０
㎞
を
公
転
す
る
直
径
約
20

～
30

㎞
の
小
さ
な
天
体

で
、
本
格
的
な
探
査
が
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
「
太
陽
系
で
最
も
重
要
な
未
踏
峰
」
と
呼
ば

れ
る
こ
と
も
あ
る
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
述
べ
て
い
る
。 

Ｍ
Ｍ
Ｘ
探
査
機
は
フ
ォ
ボ
ス
へ
２
回
着
陸
し
、
10

ｇ
以
上
の
サ
ン
プ
ル
採
取
を
目
指
す
。Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
よ

る
と
、
火
星
圏
へ
の
到
着
は
２
０
２
７
年
８
月
、
地
球
へ
の
帰
還
は
２
０
３
１
年
７
月
の
予
定
で
、
サ
ン
プ

ル
を
収
め
た
カ
プ
セ
ル
は
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
「
は
や
ぶ
さ
２
」
と
同
様
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

回
収
さ
れ
る
計
画
だ
。 

   
 

 

身
近
な
宇
宙 

「
は
や
ぶ
さ
２
」、 

 
 

 

唯
一
の
エ
ン
ジ
ン
故
障 

小
惑
星
を
目
指
し
て
航
行
中
の
探
査
機
「
は
や

ぶ
さ
２
」
は
、
唯
一
正
常
に
作
動
し
て
い
た
イ
オ

ン
エ
ン
ジ
ン
に
不
調
が
生
じ
た
こ
と
が

10

月

２
日
に
わ
か
っ
た
。
は
や
ぶ
さ
２
は
小
惑
星
リ
ュ

ウ
グ
ウ
の
砂
を
持
ち
帰
っ
た
後
、
別
の
小
惑
星
の

探
査
に
向
か
っ
て
い
る
。
エ
ン
ジ
ン
は
全
４
基
あ

り
、
今
ま
で
も
不
具
合
が
生
じ
て
い
た
。 

 

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
よ
る
と
、
不
調
は
８
月
中
旬
に
発

生
。
今
後
は
、
不
調
が
生
じ
な
が
ら
も
地
球
帰
還

を
果
た
し
た
初
代
は
や
ぶ
さ
と
同
じ
「
ク
ロ
ス
運

転
」
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
、
運
用
継
続
を
目
指
す
。 

は
や
ぶ
さ
２
は
現
在
、
拡
張
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
遂

行
し
て
お
り
２
０
３
１
年
に
小
惑
星
「
１
９
９
８

Ｋ
Ｙ
２
６
」
へ
の
到
着
を
目
指
し
て
い
る
。  

 

宇
宙

そ

ら

の
声 

11
月 

★
１ 

６
日
：
お
う
し
座
南
流
星
群
が
極
大 

一
時
間
当
た
り

3

～

5

個
程
度
流
れ

る
。
６
日
の
午
後
３
時
前
に
細
い
月
が
昇
っ

て
い
く
が
、
細
い
月
な
た
め
影
響
は
少
な
く

観
測
条
件
は
非
常
に
良
好
。

11

月
５
日
の

夜
か
ら
６
日
の
明
け
方
に
か
け
て
が
最
適

で
放
射
点
は
南
の
空
高
く
に
あ
る
。
一
時
間

に
３
～
５
と
出
現
率
は
控
え
め
だ
が
、
流
星

は
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
明
る

い
火
球
が
見
ら
れ
る
。 

★
２ 

14

日
：
複
数
の
惑
星
が
集
ま
っ
て

見
え
る
「
惑
星
パ
レ
ー
ド
」
が
起
こ
る
。 

 

今
回
の
惑
星
パ
レ
ー
ド
で
見
え
る
惑
星

は
、
水
星
、
金
星
、
火
星
、
木
星
の
４
つ
の

惑
星
で
、
小
規
模
の
惑
星
パ
レ
ー
ド
。
観
測

に
お
勧
め
な
時
間
は
日
の
出

45

分
～

60

分
前
。
見
え
る
位
置
は
南
東
の
低
空
か
ら
東

の
空
に
か
け
て
。
ま
た
今
回
は
非
常
に
明
る

い
火
星
と
木
星
が
す
ぐ
近
く
に
大
接
近
し
、

肉
眼
で
も
十
分
に
観
測
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
最
も
低
空
に
あ
る
水
星
を
見
る
た
め

に
は
開
け
た
土
地
が
必
要
で
あ
る
。 

★
３ 

18

日
：
し
し
座
流
星
群
が
極
大 

 

一
時
間
当
た
り

10

～

15

個
程
度
流
れ

る
。
全
流
星
群
の
中
で
一
番
速
い(

秒
速

71

㎞)

の
で
特
定
の
方
角
で
は
な
く
、
空
全
体

を
広
く
見
渡
す
こ
と
が
観
測
の
コ
ツ
。
ま
た

お
勧
め
の
観
測
時
間
は

18

日
午
後
２
時

～
夜
明
け
ま
で
で
街
頭
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
光
を
避
け
、
目
が
暗
さ
に
慣
れ
る

ま
で
空
を
見
上
げ
る
と
見
つ
け
や
す
く
な

る
。

11

月
下
旬
の
夜
明
け
前
は
非
常
に
寒

い
た
め
、
厚
手
の
上
着
な
ど
の
防
寒
対
策
を

し
て
い
く
と
よ
り
楽
し
め
る
。 

★
４ 

24

日
：
満
月(

ビ
ー
バ
ー
ム
ー
ン) 

 

名
前
は
、
冬
に
備
え
て
ビ
ー
バ
ー
が
ダ
ム

を
作
り
始
め
る
時
期
や
、
毛
皮
用
の
罠
を
仕

掛
け
る
時
期
だ
っ
た
こ
ろ
に
由
来
し
て
い

る
。
占
い
の
分
野
で
は
、
人
間
関
係
の
安
定

や
冬
支
度
に
な
ぞ
ら
え
た
「
計
画
・
備
え
」

に
良
い
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

   

ら
宇
宙
部
の
総
力
を
挙
げ
て
作
っ
た
缶
サ

ッ
ト
を
発
表
す
る
大
会
、
宇
宙
部
が
出
る
大 

  
 

宇宙からのささやき 

～宇宙は世界中の人から、たった 80マイルだ。 

多くの人にとって、首都より近い。～ 

ダニエル・デュードニー 

アメリカ合衆国の国際政治学者 

鹿児島から東京まで約 1000km(621マイル) 

 

⇦宇宙部顧問の米満先生が鹿

屋市から H3 ロケット 10 号機

を、シャッター速度を遅くして

撮影した写真。鹿児島県は本土

からも種子島のロケットの打

ち上げを観測することができ

る。また、夜中の打ち上げは明

るく発光しながら打ちあがる

ので、幻想的な光景となる。 

↑新聞アンケート

二次元コード 

みなさんのご意

見・ご感想をお聞

かせください。 

↑「はやぶさ２」イメージ画像（画像：JAXA） 

↑

火
星
衛
星
探
査
計
画
Ｍ
Ｍ
Ｘ
打
上
げ
ポ
ス
タ
ー 

 
 
 
 
 
 

 

（
画
像
：
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
） 

 

↑

打
上
げ
準
備
中
の
10
号
機 

（
画
像
：
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
） 

 

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
参
加
は
、
自
身
の
将
来
や
部
活
動
の

あ
り
方
を
深
く
思
索
す
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。 

私
は
将
来
、
ロ
ケ
ッ
ト
工
学
の
分
野
へ
進
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
実
際
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
工
学
系
に
と
ど
ま
ら
ず
、

金
融
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
宇
宙
旅
行
を
手
が
け
る
企
業

な
ど
、
実
に
多
様
な
形
で
宇
宙
産
業
に
関
わ
れ
る
こ
と
を
実
感

し
た
。 

ま
た
、
本
校
は
他
校
と
の
交
流
機
会
が
比
較
的
少
な
い
。
そ

れ
だ
け
に
、
全
国
の
高
校
生
と
直
接
つ
な
が
り
を
持
て
た
こ
と

は
極
め
て
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
。
今
回
得
た
知
見
や
人
と
の
つ

な
が
り
を
生
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
部
活
動
を
よ
り
一
層
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 


